


すば らしき小国風土小国

文イヒ7年 (1810)現 長岡市小国町 L岩 聾の

渡辺家に生まれる。小千谷の縮問屋西脇家に

奉公し、住吉神社奉納相撲で強豪張 りが認め

られる。江戸大相撲入りを決意し、六代目伊

勢 ノ誌部屋へ入門。天保 13年 (1842)前 頭

四枚目に入幕。翌年柏戸宗五郎と名乗る。南

部藩 お抱 えとなる。弘化 2年 (1845)前 頭

筆頭を最高位に引退する。後、七代目・伊勢ノ

海五太夫を襲名する。幕末から明治にかけて

玉垣 と共に相撲会所(今の相撲協会)を仕切

る。明治の初め、危機に漂 した相撲界の復興

に尽力する。同郷の弟手両国を育てる。明治

18年(1885)協会を離れる。

明治19年 3月 2日死亡、 77歳

天保元年(1830)、現長岡市 小国町小栗

出の岩野家の農家に生まれる。14歳のと

き栃本の醤油醸造元に奉公す る。嘉永 2

年(1849)、従兄弟を頼って _L京し、勝海対

の世話で佐久聞象山塾に下男 と塾生を兼

ねて入門し、力士の道を志す。嘉永 3年

〈1850)、初上俵。安政 7年 (1860)、十両

とな り、六代目両国梶之助を襲名する。

慶応 2年 (1866)河井継之助に面会し、長岡

藩のお抱え力士 となる。後土佐藩お抱え力

士 となる。幕末に外人レスラーと対決し破

る。明治 6年 (1873)関脇在位 のまま引退。

引退後は年寄伊勢ケ浜鋤太夫 として弟子

の育成にあたる。

明治38年(1905)1月 28日死亡、 75歳 。



小国の生んだ名力士穂戸・両国き顕彰する会
結成記念講演会のご案内

参 加i申 込 参加するものにOを付けてください。(8/1(月)申込〆切)

競演会に参加します (

顕彰会に入会します (

。そ:: 所
,お名前 ・篭舘番号


